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図 ３ 本書の構成（第Ⅲ編） 

第Ⅲ編における記載範囲 

第Ⅱ編 災害時要援護者支援策の検討体制 

 １．支援策検討の基本的なあり方   ２．行政内での検討手法   ３．関係機関との検討手法 

４．地域住民との協働による検討手法 ５．ワークショップ方式による地域住民との協働の検討 
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２．現状整理と課題の抽出 ３．災害時要援護者の支援策の検討 

2.2 避難時の生活環境に係る現状整理と課題の抽出
2.2.1 避難所リスト・諸元の整理 
2.2.2 避難生活にかかる課題抽出 

3.2 避難時の生活環境の確保に対
する支援策 

3.3 適切な避難行動に係る支援策
2.3 適切な避難行動に係る現状整理と課題の抽出

2.3.1 要援護者支援検討マップの作成による現状整理 
2.3.2 適切な避難行動に係る課題の抽出 

3.1 適切なタイミングで避難開始
するための支援策 

2.1 適切なタイミングでの避難開始に係る現状整理と
課題の抽出 

2.1.1 情報収集経路における現状整理と課題の抽出
2.1.2 意思決定システムにおける現状整理と課題 
2.1.3 情報提供手法における現状整理と課題の抽出


	第Ⅲ編　災害時要援護者支援策の検討方法



